
概略
360マガジン編集者 & グローバルリサーチコミュニケーションズのディレクターであるChristine Congdon氏は、
Steelcaseのグローバルレポートからの最新データを使って、 従業員エンゲージメントを高める弾力性のある職場環境
をいかにつくるべきかについて語った。

Steelcaseグローバルレポートの最新データによると、 世界のワーカーの3分の1以上のエンゲージメントが低いことが
明らかになりました。つまり、組織の中でも最も俊敏で適応力のあるワーカーの数は極めて少ないということであ
る。しかし、朗報は働く「場」を戦略的にデザインすることでひとつの解決策になるということだ。

世界17カ国、12,000人以上のワーカーを調査した結果、従業員エンゲージメントと職場環境満足度の間には強い相関
関係があることが明らかになっている。要するに、働く「場」という物理的な環境に満足している従業員のほうがエ
ンゲージメントが高く、会社への貢献意欲があるということだ。

職場環境によって成果が左右されるということであれば、企業は従業員の貢献意欲を高めるスペースをデザインする
にはどうすればいいのだろうか？

まずは、弾力性のある職場環境づくりから始まるとSteelcaseは提言している。不確実な経済情勢の中、ますます激化
する競争や危機的状況に直面した際に、企業の持続的成長や存続には企業の弾力性が不可欠である。

「弾力性のある職場環境」についての詳細は下記をクリックし、グローバルレポートを入手してください。

視聴する：弾力性のある職場環境を構築する方法
所要時間 2分

Christine Congdon
Editor, 360 Magazine & Director, Global Research Communications

In her work at Steelcase, Christine is deeply focused on the role of physical environments in shaping the behavior of people at
work. She is co-author of “Balancing We and Me: The Best Collaborative Spaces Also Support Solitude” featured in the Harvard
Business Review and regularly writes and speaks about workplace issues for a variety of publications and conferences. Chris
collaborates with leading organizations to help them rethink the strategic role of their physical environment and is a passionate
advocate for the idea that organizations can leverage their workplace to help shape strategy, brand and culture.
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http://hubs.ly/H02m6TP0
https://www.steelcase.com/blog/why-employee-engagement-matters/
https://www.steelcase.com/asia-ja/research/articles/author/christine-congdon/
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